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	2. 本研究の背景と意義
	5. 結果と考察
	13競技におけるランキングの上位11校（1～11位校）と下位11校（11～20位校）を比較したところ，上位11校の方が全所蔵数，全所蔵数/蔵書冊数，共に下位11校よりも多かった。また，2008年度スポーツランキングの上位11校と下位11校でも比較を行ったところ同様の結果が得られた(表3及び表4)。表3では例えば，13競技でのランキングの上位11校においては，競技別スポーツ関連図書の全所蔵数が平均で70.6冊，その全所蔵数を図書館全体の蔵書冊数（千冊）で除算した平均数が0.068冊であることを示す...
	5. 4. 考察
	本研究により，大学図書館のスポーツに関する図書の所蔵数と大学スポーツの成績の間には正の相関があることが示された。また，スポーツ全般関連図書よりも競技別スポーツ関連図書の方がより強い相関を示したことは興味深い。競技別スポーツ関連図書の方が各競技の技術等に関する図書が多く，よりスポーツ成績の向上に貢献するものと考えられる。

